
　米麦、広域重点振興品目、地域振興品目、新規作物等の推進を通じて、JAの販売品取扱高の目
標を設定し、生産農家の農業所得の増大を図ります。

倉敷かさや統括本部
農業振興計画

 １．取組方針

　地域農業における担い手不足、高齢化、耕作放棄地の拡大、農業法人を中心とする大規模経営体

と家族経営との二極化といった課題に対応し、「持続可能な農業」を実現するため、安全・安心で安

定的に供給できる産地づくりと消費者や実需者ニーズに対応した「農業生産の拡大」に取り組み、多

様な販路の拡大や契約取引の拡大、関連企業との連携を進め、農畜産物の有利販売を実現し「農

業者の所得増大」をめざします。

　また、新規就農者の受入や集落営農の組織化・法人化、農業管理支援、農作業支援体制の整備

による担い手育成・確保と担い手経営体の高度なニーズに対応する営農指導体制の強化をめざしま

す。

 ２．農畜産物の生産振興

１）米集荷目標

　産地化され、倉敷かさや地域の「顔」となっている作物のさらなる推進を図ります。

１）－１　里海米

３）広域重点振興品目（種）の生産・販売目標

２）麦・大豆集荷目標　

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
ヒノヒカリ
朝 　 　 日
合 　 計

148.5
8.0

156.5

200.0
10.0
210.0

210.0
10.0
220.0

220.0
10.0
230.0

220.0
10.0
230.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄

スカイゴールデン
（ 大 麦 ）

トヨシロメ
（ 大 豆 ）

黒 大 豆

合 　 計

55.9

1.3

6.0

63.2

51.0

1.2

10.0

62.2

50.0

1.2

11.0

62.2

50.0

1.2

12.0

63.2

50.0

1.2

13.0

64.2

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

ゴ ボ ウ

レンコン

ショウ ガ

イチジク

イ チ ゴ

アスパラガス

合 　 計

15.0
200.0
30.0
180.0
2.0
32.0
10.5
54.0
1.5
19.0
5.4
37.0
64.4
522.0

15.0
190.0
30.0
185.0
2.0
32.0
10.5
55.0
1.5
20.0
5.5
38.0
64.5
520.0

15.0
190.0
30.0
185.0
2.0
31.0
10.5
55.0
1.5
20.5
5.6
39.0
64.6
520.5

15.0
190.0
30.5
190.0
1.9
30.0
10.7
56.0
1.6
22.0
5.8
40.0
65.5
528.0

15.0
190.0
30.5
190.0
1.9
30.0
10.7
56.0
1.6
22.0
5.8
40.0
65.5
528.0

（単位：俵）

（単位：俵）

（単位：ｔ）

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）

七福神

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
朝 日
ア ケ ボ ノ
コシヒカリ
ヒノヒカリ
きぬむすめ
その他うるち
その他もち
酒造好適米
多 収 品 種
合 　 　 計
（うち買取）

1,775.5
2,128.5
582.0
7,187.0
3,106.5
1,608.5
56.0
365.5
600.0

17,409.5
5,456.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,500.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,520.0
6,000.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,600.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,620.0
6,000.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,700.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,720.0
6,000.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,800.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,820.0
6,000.0

─ 51 ─



　米麦、広域重点振興品目、地域振興品目、新規作物等の推進を通じて、JAの販売品取扱高の目
標を設定し、生産農家の農業所得の増大を図ります。

倉敷かさや統括本部
農業振興計画

 １．取組方針

　地域農業における担い手不足、高齢化、耕作放棄地の拡大、農業法人を中心とする大規模経営体

と家族経営との二極化といった課題に対応し、「持続可能な農業」を実現するため、安全・安心で安

定的に供給できる産地づくりと消費者や実需者ニーズに対応した「農業生産の拡大」に取り組み、多

様な販路の拡大や契約取引の拡大、関連企業との連携を進め、農畜産物の有利販売を実現し「農

業者の所得増大」をめざします。

　また、新規就農者の受入や集落営農の組織化・法人化、農業管理支援、農作業支援体制の整備

による担い手育成・確保と担い手経営体の高度なニーズに対応する営農指導体制の強化をめざしま

す。

 ２．農畜産物の生産振興

１）米集荷目標

　産地化され、倉敷かさや地域の「顔」となっている作物のさらなる推進を図ります。

１）－１　里海米

３）広域重点振興品目（種）の生産・販売目標

２）麦・大豆集荷目標　

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
ヒノヒカリ
朝 　 　 日
合 　 計

148.5
8.0

156.5

200.0
10.0
210.0

210.0
10.0
220.0

220.0
10.0
230.0

220.0
10.0
230.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄

スカイゴールデン
（ 大 麦 ）

トヨシロメ
（ 大 豆 ）

黒 大 豆

合 　 計

55.9

1.3

6.0

63.2

51.0

1.2

10.0

62.2

50.0

1.2

11.0

62.2

50.0

1.2

12.0

63.2

50.0

1.2

13.0

64.2

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

ゴ ボ ウ

レンコン

ショウ ガ

イチジク

イ チ ゴ

アスパラガス

合 　 計

15.0
200.0
30.0
180.0
2.0
32.0
10.5
54.0
1.5
19.0
5.4
37.0
64.4
522.0

15.0
190.0
30.0
185.0
2.0
32.0
10.5
55.0
1.5
20.0
5.5
38.0
64.5
520.0

15.0
190.0
30.0
185.0
2.0
31.0
10.5
55.0
1.5
20.5
5.6
39.0
64.6
520.5

15.0
190.0
30.5
190.0
1.9
30.0
10.7
56.0
1.6
22.0
5.8
40.0
65.5
528.0

15.0
190.0
30.5
190.0
1.9
30.0
10.7
56.0
1.6
22.0
5.8
40.0
65.5
528.0

（単位：俵）

（単位：俵）

（単位：ｔ）

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）

七福神

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品種・銘柄
朝 日
ア ケ ボ ノ
コシヒカリ
ヒノヒカリ
きぬむすめ
その他うるち
その他もち
酒造好適米
多 収 品 種
合 　 　 計
（うち買取）

1,775.5
2,128.5
582.0
7,187.0
3,106.5
1,608.5
56.0
365.5
600.0

17,409.5
5,456.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,500.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,520.0
6,000.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,600.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,620.0
6,000.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,700.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,720.0
6,000.0

1,700.0
2,400.0
600.0
8,000.0
3,800.0
1,600.0
60.0
360.0
300.0

18,820.0
6,000.0
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倉敷かさや統括本部

　地域の特色を活かし、他業種との連携による商品化、地理的表示（GI）や機能性表示を利用した
販売方法を検討し、地域の農産物の振興を図ります。

　農産物直売所は季節に応じた多品目の農産物の生産が求められ、出荷会員の増加と併せて農産
物の生産を拡大します。

　関係機関と連携し、優良子牛の安定生産を図ります。　担い手の意向や行政の奨励等を踏まえ、産地化をめざし、新規に導入を推進する作物の振興を図
ります。

　全農と連携のもとに、加工業務用の契約栽培に取り組みます。

４）地域振興品目の生産・販売目標

６）加工業務用の販売推進目標

７）JA農産物直売所を通じた農産物の生産振興

５）新規作物の導入推進目標 ８）畜産物の生産・販売目標

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

ブ ド ウ

モ 　 モ

ナ 　 ス

ラークスパー

リ ー キ

合 　 計

5.8
34.0
3.8
6.0
0.8
8.4
0.4
6.0
0.7
3.0
11.5
57.4

5.8
34.0
3.8
6.0
0.8
8.4
0.4
6.0
0.7
3.2
11.5
57.6

5.8
34.0
3.8
6.0
0.8
8.4
0.4
6.5
0.7
3.3
11.5
58.2

5.8
35.0
3.8
6.0
0.8
8.5
0.4
6.5
0.7
3.5
11.5
59.5

5.8
35.0
3.8
6.0
0.8
8.5
0.4
6.5
0.7
3.5
11.5
59.5

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

シャイ ン
マスカット 17.6 18.0 18.5 19.0 19.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名
タマネギ
キャベツ
合 　 計

75.0
57.7
132.7

85.5
67.8
153.3

96.0
82.9
178.9

101.5
88.0
189.5

102.0
88.0
190.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度直売所名

やさい畑

すいれん

児 　 島

しおかぜ

き ら り

合 　 計

98.0
269
112.0
270
14.0
47

105.0
250
107.0
390
436.0
1,226

102.5
270
116.0
285
14.5
45

106.0
260
150.0
395
489.0
1,255

102.5
275
116.0
295
14.0
40

106.5
270
155.0
400
494.0
1,280

102.5
280
116.0
300
13.5
40

107.0
290
160.0
405
499.0
1,315

102.5
280
116.0
300
13.5
40

107.0
290
160.0
405
499.0
1,315

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度畜 　 種

子 　 牛

合 　 計

－
3
－
3

－
3
－
3

－
3
－
3

－
3
－
3

－
3
－
3

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

高梁総合
センター

有漢総合
センター

成羽総合
センター

川上総合
センター

112
32
10
4
17
356
13
51
31
84
91
10
9
25
29
41
4
4
31
68
35
307
15
68
34
6
33
52

ぶどう生産部会　高梁支部
高梁野菜生産者組合
高梁たばこ育苗部会
高梁たばこ振興協議会
方谷の里
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ出荷者協議会
桐山平田営農組合
担い手協議会　高梁支部
農事組合法人　アグリ津々
お茶部会
ぶどう生産部会　有漢支部
マスカット生産部会
なし生産部会
有漢地域野菜生産部会
アスパラ生産部会
採種生産部会
施設野菜生産部会
農作業受委託作業協議会
担い手協議会　有漢支部
ぶどう生産部会　成羽支部
柚子生産部会
神楽の里出荷者協議会
担い手協議会　成羽支部
ぶどう生産部会　川上支部
川上備中野菜部会
担い手倶楽部
川上農業青色申告会
担い手協議会　川上支部

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）

（単位： 販売高　百万円）

（単位： 販売高　百万円）

（単位：上段 販売高　百万円、下段 会員数　名）

（単位：上段頭数　頭、下段販売高　百万円）

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部

統
括
本
部
の

農
業
振
興
計
画

倉
敷
か
さ
や
統
括
本
部
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倉敷かさや統括本部

　地域の特色を活かし、他業種との連携による商品化、地理的表示（GI）や機能性表示を利用した
販売方法を検討し、地域の農産物の振興を図ります。

　農産物直売所は季節に応じた多品目の農産物の生産が求められ、出荷会員の増加と併せて農産
物の生産を拡大します。

　関係機関と連携し、優良子牛の安定生産を図ります。　担い手の意向や行政の奨励等を踏まえ、産地化をめざし、新規に導入を推進する作物の振興を図
ります。

　全農と連携のもとに、加工業務用の契約栽培に取り組みます。

４）地域振興品目の生産・販売目標

６）加工業務用の販売推進目標

７）JA農産物直売所を通じた農産物の生産振興

５）新規作物の導入推進目標 ８）畜産物の生産・販売目標

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

ブ ド ウ

モ 　 モ

ナ 　 ス

ラークスパー

リ ー キ

合 　 計

5.8
34.0
3.8
6.0
0.8
8.4
0.4
6.0
0.7
3.0
11.5
57.4

5.8
34.0
3.8
6.0
0.8
8.4
0.4
6.0
0.7
3.2
11.5
57.6

5.8
34.0
3.8
6.0
0.8
8.4
0.4
6.5
0.7
3.3
11.5
58.2

5.8
35.0
3.8
6.0
0.8
8.5
0.4
6.5
0.7
3.5
11.5
59.5

5.8
35.0
3.8
6.0
0.8
8.5
0.4
6.5
0.7
3.5
11.5
59.5

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名

シャイ ン
マスカット 17.6 18.0 18.5 19.0 19.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度品 目 名
タマネギ
キャベツ
合 　 計

75.0
57.7
132.7

85.5
67.8
153.3

96.0
82.9
178.9

101.5
88.0
189.5

102.0
88.0
190.0

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度直売所名

やさい畑

すいれん

児 　 島

しおかぜ

き ら り

合 　 計

98.0
269
112.0
270
14.0
47

105.0
250
107.0
390
436.0
1,226

102.5
270
116.0
285
14.5
45

106.0
260
150.0
395
489.0
1,255

102.5
275
116.0
295
14.0
40

106.5
270
155.0
400
494.0
1,280

102.5
280
116.0
300
13.5
40

107.0
290
160.0
405
499.0
1,315

102.5
280
116.0
300
13.5
40

107.0
290
160.0
405
499.0
1,315

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度畜 　 種

子 　 牛

合 　 計

－
3
－
3

－
3
－
3

－
3
－
3

－
3
－
3

－
3
－
3

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

高梁総合
センター

有漢総合
センター

成羽総合
センター

川上総合
センター

112
32
10
4
17
356
13
51
31
84
91
10
9
25
29
41
4
4
31
68
35
307
15
68
34
6
33
52

ぶどう生産部会　高梁支部
高梁野菜生産者組合
高梁たばこ育苗部会
高梁たばこ振興協議会
方谷の里
ｸﾞﾘｰﾝｾﾝﾀｰ出荷者協議会
桐山平田営農組合
担い手協議会　高梁支部
農事組合法人　アグリ津々
お茶部会
ぶどう生産部会　有漢支部
マスカット生産部会
なし生産部会
有漢地域野菜生産部会
アスパラ生産部会
採種生産部会
施設野菜生産部会
農作業受委託作業協議会
担い手協議会　有漢支部
ぶどう生産部会　成羽支部
柚子生産部会
神楽の里出荷者協議会
担い手協議会　成羽支部
ぶどう生産部会　川上支部
川上備中野菜部会
担い手倶楽部
川上農業青色申告会
担い手協議会　川上支部

（単位：上段 生産面積　ha、下段 販売高　百万円）

（単位： 販売高　百万円）

（単位： 販売高　百万円）

（単位：上段 販売高　百万円、下段 会員数　名）

（単位：上段頭数　頭、下段販売高　百万円）
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　農畜産物の生産維持・拡大を図るため、担い手・新規就農者等の育成に、県及び市町村と連携に
より取り組みます。

 ３．担い手・新規就農者等の育成

　重点振興品目の作付推進、新規作物の導入等による多角化により、集落営農の組織化、法人化を

図ります。

１）担い手経営体への対応

　研修受入農家、空き農地・施設の活用により、新規就農者の受入れを実施します。また、帰農塾を

開催することで定年帰農者等の多様な担い手の育成を行います。

２）新規就農者等への対応

※単年度の経営体数です。

 ４．生産者組織

倉敷かさや統括本部

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度経 営 体 名
認定農業者
　うち倉敷市
　うち笠岡市
　うち矢掛町
集落営農組織
集落営農法人
合 計

183
（46）
（90）
（47）
11
7

201

189
（50）
（92）
（47）
10
7

206

190
（45）
（95）
（50）
11
7

208

192
（45）
（97）
（50）
12
8

212

192
（45）
（97）
（50）
12
8

212

 平成30年度 実績 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度経 営 体 名
新規就農者
定年帰農者
合 　 計

5
－
5

7
1
8

　8
1
9

9
1
10

9
1
10

　　　　　　　　　　　　 組織名　 　　　　　　　　構成員数　　　   　　　備考地 区

倉敷営農
センター

笠岡営農
センター

矢掛営農
センター

26
4
6
9
12
40
17
15
11
50
46
59
8
5
24
27
49
7
21
40
6
20

東部出荷組合
丸高出荷組合
水門レンコン協同組合
丸鶴出荷組合
倉敷地区農業青色申告会倉敷支部
倉敷地区農業青色申告会連島支部
倉敷地区農業青色申告会福田支部
花卉専門委員会
苺専門委員会
桃専門委員会
ぶどう専門委員会
いちじく専門委員会
ナス部会
ラークスパー研究会
シャインマスカット研究会
笠岡地区農業青色申告会
アスパラガス部会
梨部会
ブドウ部会
野菜部会
いちご研究会
矢掛町特別栽培米きぬ姫生産部会

（単位：経営体）

（単位：経営体）

（単位：名）

平成31年3月末現在
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8
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12
8
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5
－
5

7
1
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1
9

9
1
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9
1
10
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